
後
日
「
六
面
道
」
と
名
づ
け

た
６
本
の
道
の
出
合
う
赤
土
斜

面
の
坂
道
（
こ
れ
は
舗
装
さ
れ

た
今
で
も
急
坂
で
あ
る
が
）
を
、

日
夏
は
、
持
っ
て
い
た
洋
傘
を

杖
に
し
て
息
を
切
ら
し
登
っ
て

い
く
。
す
る
と
「
左
側
に
眞
白

い
飯
田
地
方
独
特
の
蔵
の
白
壁

が
見
え
て
、
そ
の
か
げ
に
聳
え

た
大
き
な
、
百
姓
家
と
い
ふ
よ

り
も
、
里
の
物
持
ち
の
家
ら
し

い
、
構
へ
の
宅
に
出
た
。
こ
れ

が
何
が
し
氏
と
い
ふ
姻
家
で
、

こ
ん
ど
の
山
荘
の
世
話
を
し
て

く
れ
」
た
家
で
あ
る
と
あ
る
。

地
元
の
人
な
ら
、
木
下
敏
典

宅
と
推
測
が
つ
く
が
、「
山
荘
記
」

で
は「
何
が
し
氏
と
い
ふ
姻
家
」、

「
山
荘
日
記
」
で
も
「
木
家
」
と

あ
る
の
み
で
あ
る
。
妻
添
側
の

親
戚
筋
に
あ
た
る
木
下
家
で
お

茶
を
い
た
だ
い
た
日
夏
は
さ
ら

に
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
急
坂
を

登
り
、
木
下
が
紹
介
し
て
く
れ

た
伊
藤
政
吉
氏
の
離
れ
に
落
ち

着
い
た
。「
育
良
の
山
の
山
腰
に

あ
り
、
殆
ん
ど
そ
の
上
に
は
人

家
の
な
い
頂
き
で
（
中
略
）
東

北
が
下
に
ひ
ら
け
て
飯
田
の
市

街
が
眼
の
下
に
う
づ
く
ま
る
」

「
歩
け
ば
里
余
は
あ
り
、
麓
の
街

道
の
森
の
と
う
ふ
屋
迄
十
八
町
」

の
、
八
畳
二
間
に
台
所
と
い
う

山
荘
で
「
山
荘
・
大
凪

�
�
�
�

山
荘
・

水
鶏

�
�
�

の
宿
」
と
表
記
さ
れ
る
。

伊
藤
政
吉
は
「
月
並
の
俳
諧
や

陶
器
の
篆
刻
も
す
る
雅
人
で
あ

る
。
細
君
と
十
八
歳
の
娘
、
十

六
歳
の
少
年
と
の
四
人
ぐ
ら
し
。

長
子
は
召
さ
れ
て
中
支
に
戦
ひ
、

少
年
は
病
身
の
上
に
夫
妻
が
弱

い
の
で
、
一
家
は
余
り
丈
夫
で

な
い
娘
中
心
に
働
い
て
ゐ
る
」

と
い
う
の
が
、
日
夏
の
得
て
い

た
情
報
で
あ
っ
た
。

当
時
16
歳
の
少
年
で
あ
っ
た

伊
藤
要
さ
ん
（
89
歳
）
に
当
時

の
こ
と
を
う
か
が
う
と
、「
先
生

は
御
幣
餅
が
お
好
き
だ
っ
た
」

「
風
呂
は
、
木
下
の
家
が
風
呂
が

新
築
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

ウ
チ
の
五
右
衛
門
風
呂
で
は
な

く
、
よ
く
木
下
家
の
家
の
風
呂

を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
」、

ま
た
長
男
ば
か
り
か
次
男
も
兵

隊
に
と
ら
れ
る
と
家
が
絶
え
て

し
ま
う
と
心
配
し
た
父
親
が
多

少
肺
病
の
気
が
あ
っ
た
要
少
年

を
病
気
療
養
と
称
し
て
学
ん
で

い
た
上
田
蚕
糸
か
ら
連
れ
戻
し

た
の
が
実
際
だ
っ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
て
く
れ
、
日
夏
の
お
伴

を
し
て
歩
い
た
山
荘
付
近
を
案

内
を
し
て
く
れ
た
。

日
時
の
明
確
で
な
い
「
山
荘

記
」
に
続
く
内
容
の
「
山
荘
日

記
」
は
ま
さ
に
日
記
で
、
８
月

１
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
滞
在

中
の
朝
の
散
歩
、
食
物
、
往
来

し
た
人
物
や
書
翰
類
、
体
調
や

目
に
し
た
光
景
、
執
筆
活
動
な

ど
日
夏
の
行
動
が
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。

作
品
に
登
場
す
る
地
元
の
人

は
、
梨
瓶
子
や
川
ド
ク
ト
ル
・

光
悦
翁
は
既
述
、
早
稲
田
演
劇

博
物
館
の
印
南
高
一
（
喬
）
や

河
竹
繁
俊
、
岩
崎
雨
村
は
推
測

が
つ
く
。
そ
の
他
の
略
称
は
、

「
飯
田
の
篆
刻
家
岳
郷
」
は
中
神

姓
、「
旧
友
俊
君
」
は
野
原
俊
助
、

「
三
丁
目
の
兵
君
」は
伊
藤
兵
三
、

「
俳
山
樵
（
子
）」
は
松
下
胤
実
、

「
座
光
寺
村
北
翁
」
は
北
原
痴
山

（
阿
智
之
助
）
な
ど
推
定
で
き
た

が
、
畊
雨
子
・
林
夫
人
・
中
家

の
伯
母
・
輿
果
園
主
矢
氏
・
上

荒
町
の
木
家
の
息
子
な
ど
不
詳

で
、
隔
靴
掻
痒

�
�
�
�
�
�
�

で
あ
る
。

ま
た
要
さ
ん
の
姉
の
朝
美
さ

ん
は
、
昭
和
20
年
11
月
頃
の
雪

後
庵
で
の
随
筆
「
柿
の
木
」
に

大
凪
の
娘
さ
ん
が
12
月
20
日
に

雪
後
庵
の
下
の
家
に
嫁
に
来
る

と
い
う
話
題
に
対
し
て
、「
予
は
、

も
っ
と
早
く
に
し
て
下
さ
い
。

御
婚
礼
の
後
馳
走
を
た
く
さ
ん

啖
べ
た
い
か
ら
か
ら
」
と
応
じ

る
記
述
が
あ
る
。

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
31

黄
眠
先
生
が
行
く

４

「
山
荘
日
記
」
よ
り

嶋
　
不
濁

『風塵静寂文』見返の印譜、岳郷作もあるか？


